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一

　

問
題
の

所
在

　

臨
済
宗

東
福
寺
の

開
山

、

聖
一

国

師
円

爾
弁
円
〔

一

二

〇
ニ

ー
八

〇
）

の

仏
身
観
に

つ

い

て

は
、

彼
の

言
説
に

基
づ

く
と

み

ら

れ

る

『

瑜

祗
経

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（

1
）

見

聞
』

や

『

胎

密
契
愚

鈔
』

付

属
を

中
心
に

検

討
し

、

＝

智

法
身
」

と

称
す
る

、

両
部
の

大
日

如
来
を
凌
駕
す
る

根
本
的
な

仏

身
を

提
唱
し

た

と

推
定
し
て

き
た

。

　

こ

の

よ

う
な

、

全
て

を

統
合
す
る

よ

う
な
仏
身
観
は
一

二

〜

二
二

世

紀
に

お
い

て
、

と

く
に

い

わ

ゆ

る

旧

仏
教
の

な

か

の

密
教
に

お
い

て

展

開
さ

れ

る
の

が

特
徴
と

も
い

え
る

が
、

禅
密
僧
と

し

て

密
教
に

も
各
種

の

言

説
を
の

こ

し

た
円
爾
の

仏

身
観

が
、

単
に

従
来
よ

り
超
越
的
な
大

日

如
来
を
提
示

し

よ

う
と

し

た

だ
け

な
の

か
、

さ
ら

に

検
討
を
加
え
よ

う
と
い

う
の

が

小

考
の

趣
旨
で

あ
る

。

一
一

　
一

智
法
身
に
つ

い

て

円

爾
の

い

う
一

智
法
身
で

あ
る
が

、

ま
ず
『

胎
密
契
愚
鈔
』

付
属
に

AB

師
云

、

大
悲
胎
蔵
八

字
行

法
ハ

密
宗
最
極

ノ

秘
法

也
。

八
五

布
普
一

ノ

大

事
一

人

口

伝
、

自
レ

古

未
け

載
藷

筆

墨〜
。

入
ト

者
一

智
法
身
八

字
成

身

也
。

五
ト

者
五

輪
一

体
五

輪

多
体

、

五

輪
布
者
一

智
法

身
布
字、

三

部

各
別

ノ

布
字

、

普
一

ト

者
普
門
ノ

々

々
、

一

門

普
門

、

一

門
一

門
、

言
コ
ハ

一

智
法
身
八

字
成
身
圷

者

虱

頓

｛
・
蕪

寂
ノ

五

字
是

レ

体
性
智
也

。

加
二

華
字
→

四

字
是

レ

四

智
也

。

五

智
冥

合
一

体
ヲ

為
二

一

智
法
身
→

謂
コ

一

尊
形

　

　

　
　

　
　

　

　
　
マ

マ

一

智

宝
冠
→

。

印
相
外
五

古
、

而

経
文

ニ

ハ

雖
二

八

字
け

リ
ト

師
説
加
レ

ぷ
ヲ

。

対

受
記

谷
自
行
私
記
如
レ

此
云
々

。

又
師

説
上

ノ

五

字
ハ

五

部、

下
ノ

三

字
ハ

三

部、

此
レ

即
チ

五

部
内
証
三

部

外

用、

従
二

一

法
身一

出
二

現
ス

ル

胎
金

両
部
→

之
時

、

五

智
三

身
皆
一

智
為
二

内
証
→ 、

所
以

両
部
毘

盧
頂
上

載
葺

五

智
宝
冠
→

猶
ヲ

表
鴎

有
ユ

．

ト

ヲ

本
地

法

身一

也
。

亦
一

智
本
地
身

二

表
似

有
コ

ト

ヲ

五

智
ノ

用
一

也
。

又
師
説
八

五

者

秘
密
頓
証
秘
法

、

或
ハ

八

明
或

ハ

五

明、

言
「

八

明
→

者
上

ノ

五

字
下

ノ

三

字
此

ノ

八

字
冥

合
之

時
、

一

智
法

身
開
顕

ノ

之
時
五

智
五

仏

故
二

云
二

入
五
斗

　

　

夢
螺
額

講
難
鞍

饕
蟹
薩

胎
金

外

迹
出

尋

　
こ

の

『

胎
密
契
愚
鈔
』

と
は
上

中
下
三

巻
か

ら
な
り

、

慈
鎮
和
尚
慈

円
の

『

瑜
祗
経
』

に

関

す
る

事
相
口

伝
を
青
蓮
院
で

伝
持
し
た

書
で

あ

一 608 一



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoolatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 　Studles

る

が
、

そ

の

三

巻
と
は

別
に

付
属
と
い

う
部
分
が

あ
る

。

こ

の

部
分
は

本
体
と

や

や

趣
が

異
な

り
、

慈
円
の

伝
法
の

師
で

も

あ
る

伯
州

大
山
の

基
好
か

ら
、

慈
円
と
は

別
系
統
に

栄
西
へ

、

栄

西
か

ら

阿
忍

、

阿
忍

か

ら
円
爾
に

伝
授
さ
れ

、

円

爾
の

口

伝
を
弟
子
の

道
照
が

伝
え
記
し
た

と

さ
れ

る

も
の

で

あ
る

。

従
っ

て

付
属
で

い

う
「

師
」

は
、

そ
れ

を
記
し

た

道
照
か

ら

見
れ

ば

円
爾
を
指
す
が

、

伝
法
者
で

あ
る
円

爾
か

ら

み

れ

ば

阿
忍
の

言
と
も

考
え
ら
れ
る

。

い

ず
れ

に

せ

よ

基
好
か

ら

栄
西
の

系

統
の

言
説
に

付

加
さ

れ
た

も
の

と

推
定
で

き

る
。

　
ま

ず
A
の

文
で
い

う
大
悲
胎
蔵
八

字
行
法
と
は

『

瑜
祗
経
』

金
剛

吉

祥
大
成

就
品
に

出
る

真
言
で

、

台
密
で

は

と

く
に

安
然
以

来
、

胎

金
両

部
に

わ

た

る

真
言

法
と
し

て

尊
重
さ

れ
た

も
の

で

あ
る

。

八

字
と

は

胎

蔵
五

仏
の

種
字
ア
ビ

ラ

ウ
ン

ケ
ン

に

金
剛
界
五
仏
の

種
字
バ

ン

ウ

ン

タ

ラ

キ

リ

ア

ク

の

う
ち

、

ウ
ン

キ

リ

ア

ク
の

三

字
を

加
え
た

合
成

真
言

で
、

そ
れ

に

安
然
の

『

胎
蔵

界
対
受
記
』

に
い

う
タ

ラ

を
加
え
て

九

字

真
言
と

す
る

口

伝
を

指
す

。

こ

こ

で

は

そ
の

八

字
真
言
の

前
半
の

胎
蔵

界
大

日
五

字
明
が

金

剛
界
大
日
の

法
界
体
性
智
で

あ
り

、

後
半
三

字
に

タ

ラ

字
を

加
え
た
の

が

金

剛
界
四

仏
の

四

智
で

あ
る

と
し

て
い

る
。

そ

し

て

＝

智
法

身
八

字
成
身
」

と
は
五

智
冥

合
一

体
の

こ

と
と

も
あ
る

か

ら
、

そ

れ

は

金
剛

界
五

仏
の

総
体
で

あ
り

、

八

字
行
法
と

は
こ

の

大

日
の

仏

位
を

成
ず
る
こ

と
に

も
読
め

る
。

　
次
に

B
の

文
で

は
、

五
八

の

真
言
は

金

剛
界
五

部
は

如
来
の

内
証
で

胎
蔵

界
三

部
が

外
界
へ

の

作
用
で

あ
り

、

一

法
身
か

ら

両
部
と

し

て

出

円

爾
弁
円
の

仏
身
観
（

水
　
上
）

現
す
る

が
、

そ
れ

ら

は
一

智
を

内
証
と

す
る

と
い

う
の

で

あ
る

。

五

八

と
は

、

五

部
・

三

部
つ

ま
り
胎
金
が
冥
合
し
た

真
言
で

あ
り

、

一

智
法

身
の

開
顕
と
も
な
る

と

あ
る

。

ま
た
さ
ら

に

「

冥
合
」

と

は

こ

の
一

智

法

身
と

い

う
本
地
を

観
点
と

し

た

場
合
で

あ

り
、

「

合
行
」

と

は

衆
生

の

向
上

門
で

あ
る

従
因
至
果
の

立

場
か

ら

の

も
の

と

し

て

区
別
し

て

い

る
。

確
か
に

台
密
で

は
、

単
に

両
部
を

併
修
す
る

合
行
と

両
部
を

教
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
（
3）

と

事
相
に

お
い

て

整
合
さ

せ

る

視
点
を

区
別

す
る

か

ら
、

こ

こ

で

の

謂

い

は

台
密
の

両
部
合
糅
の

観
点
に

近
い

も
の

で
、

そ
れ

な
ら
ば
一

智
法

身
と
は

両
部
各
々

の

大
日

を
凌

駕
し
て

完
全
に

統
合
す
る

性
格
を

帯
び

た

も
の

と
い

え
よ

う
。

　
一

智

法
身
に

関
し
て

、

さ

ら
に

『

瑜
祗
経
』

に

対
す
る

円
爾
の

講
説

を
弟
子
の

癡
兀

大
慧
が

筆
録
し
た

と

さ

れ

る

『

瑜
祗
経
見
聞
』

を

見

て

み
る

と
、

ま

ず
冒
頭
の

方
で

、

　
経
云

、

薄
伽
梵
金
剛
界

ノ

遍
照
如
来
文
。

　
師
云

、

此
是
五

部
惣
体

ノ

一

智
身
也

。

故
次
下
云
二

以

五

智
所
成
ノ

四

種
法
身

　
於
本

有
金
剛
界
乃
至

光
明
心
殿
中一

也
。

當
レ

知
、

中

西

南
東
北

ノ

五

仏
ハ

是

所

　
現
所
生

之

仏
、

則

別
体
也

。

遍

照
如

来
ハ

方
外

ノ

仏
也
方

外
仏

者
、

五

方

外
通

竺
智

身

　
也
。

文
相
分

明
云

云
。

然
次
第
相
生

者
。

従
二

方
外

ノ

遍

照

如
来一

生
二

五

方
ノ

五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　

　
仏

一

故
云
二

於
本
有
金

剛
界
乃
至

光
明

心
殿

中一

也
。

と

あ
り

、

経
の

金

剛
界
「

遍
照
如
来
」

を
五

部
惣

体
の
一

智
身
と
す
る

が
、

こ

の

仏
は

五

仏
を

別
体
と

す
る

「

方
外
」

の

存
在
で

五

仏
を
生

み

出
し

五

方
の

外
に

あ

る

通

体
と
い

う
の

だ

か

ら
、

単
な
る

金
剛
界
大
日

如
来
を

凌
駕
し

て

両

界
に

超
越

す
る

、

い

わ

ば

根
源
的
な
仏
と

み
な

せ

八
一

一 609一
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円
爾
弁
円
の

仏

身
観
（
水
　
上
）

よ

う
。

　

し
か

し

そ
の

後
の

問
答
で

は

「

方

外
本
地
一

智
身
如
来
と

は

何
か
」

と

い

う
設

問
に

「

経
初

ノ

金

剛

界
遍

照
如
来
者

則
是

也
」

と

答
え
て

お

り
、

そ
の

像
容
に
つ

い

て

も

「

バ

ン

を

種
字
と
し

月
輪
を
三

昧
耶
形
と

す
る
」

と

も
あ

る

か

ら
、

金

剛
界
大

日

を

指
す
こ

と

に

な
る

。

と

こ

ろ

が
こ

れ

ら

に

続
い

て
、

　

師
云、

於一

此
経
一

巻
十
二

品

中
、

序
品

ト

愛
染
王

品
ト

仏
眼
品

ト

ハ

、

各
明
一

　
三

十
七

尊
成
道

也
。

然

序
品

以
二

ζ
字

ノ

大
日
一

為
二

通

体
一

智

遍
照

如

来
の

　

従
二

此
一

智
身’

出一

現
三

十
七

尊一

還
入
二

此
一

智
ノ

本
地

身一

也
。

愛
染
王
品

ニ

ハ

　

以
二

輿
字
大
日

為
二

通

体
一

智
大
日
一。

従
二

此
一

智
身一

出
二

現
三

十
七

尊一

還

　

入
二

此・
添
字

ノ

一

智
本
地

身
4

仏
眼
品

ニ

ハ

、

従
二

仏

眼
一

智
身・

出
一
現
三

十
七

　

尊一

還

入
二

此

仏

眼
一

智
本
地
身・
也

。

故
此
等

ノ

三

品
ハ

同

付
二

建
立
ハ

於
二 ．
ζ

糞

笠
智
字
相
本
地

身
成

仏
外
迹、

以
二

三

＋
七

尊
為

祐
本

確

と

あ
る

か

ら
、

円
爾
の

考
え
る
一

智
身
と

は
、

単
に

超
越

的

な

大
日

の

み

な
ら
ず

、

あ
ら

ゆ

る

局
面
を
包
摂
し

、

す
べ

て

に

通
用

す
る

仏
と

取

る
こ

と

も

で

き
る

。

い

わ

ば

冥
合
の

仏
に

相
当
し

よ

う
。

そ

れ

は
一

智

身
が
八

字
成
身
と

五

字
成
器
を
用
い

る
こ

と

に

つ

い

て

答
。

八

字
成
身
者、

行
者
於
二

自
身
通
体
上
一

作
二

布
字
観

の

是

但
開
二

顕
ス

ル

本
有
功

徳
ノ

在
処一

也
。

全

非
下

始．
ア

置
二

其
字
輪

此

成

身
之

外
二

以
二

五

点
阿

字一

為
中

成
器
上

者、

更
非
二

他
身
面

以一
一

智
ノ

本
体一

為
レ

器
。

以
二

両
部
八

字

成

身
，

一

智
身
　

為
レ

身
也

。

故

尋
ユ

ハ

両

部
八

字
成

身
一

智
身

ハ

即
是

本
有
五

点
ノ

阿

字
也

卜

得
也

。

故
云
二

冥
合
一

智
身
一

也
。

全
非
下

以
三
一

法一

為
中

成

身

成

器
上

也
。

所
以

二

成
器

．

五

阿
是

．

ハ

自
身
也

。

成

身
．

八

字
即
自

身
也
云

云
。

八

二

故
八

字
成
身

シ

已
．

レ

ハ

即

成
一
五

点
阿

字
具
足

ノ

体・

也
。

故
能
所
冥
合
境
智
相

応
身
也
云

云
。

故
此
一

智
身
灌
頂

ハ

全

無
二

投
花
灑
水

ノ

儀一

也
。

所
謂

依
正

未

分
、

凡
聖

不
二
、

法
界
独
一

身
故
也
云一

智
）

と
、

八

字
成
身
と

は

行
者
が

自
身
の

通

体
に

布
字
観
を
行
い

、

単
に

胎

金

両
部
を

併
修
す
る

合
行
の

行
体
を

器
と

す
る

の

で

は

な
く

、

そ

の

成

身
を

本
有
の

阿

字
の

五

点
の

器
と

す
る

の

で

あ
っ

て
、

そ
れ

自
体
が

行

者
の

自
身
で

あ

り、

凡
聖

不
二
、

依
正

未
分
の

能
所
冥
合
の

身
体
で

あ

る

と

す
る

。

そ

し

て

そ

れ
こ

そ

が

法
界
独
一

身
と

も
い

う
か

ら
、

円
爾

の

い

う
一

智

身
と

は

単
に

仏
と

し

て

超
越

的
な

法
界

独
一

身
で

は

な

く
、

行
者
そ
の

も
の

が

八

字
真
言
と

五

点
阿
字
の

成

身
一

智
身
で

あ
る

と
い

う
の

で

あ

ろ

う
。

こ

れ

は
、

あ
る
い

は

禅
門
で

い

う
見
性
成
仏
の

よ

う
な
視
点
も
基

底
に

あ

る

か

と

も
思

わ

れ
、

ま

た

行
者
と
い

っ

て

も

「

凡
聖

不
二
」

の

謂
い

か

ら

は

凡
夫
す
ら
視
野
に

入
ろ

う
か

。

三

　
『

大
日

経

見
聞
』

の
一

智
法
身

　
こ

の

よ

う
な
仏

身
に

関
し

て

は
、

や

は

り
円
爾
の

講

説
を
弟
子
の

癡

兀

大

慧
が

筆
録
し
た

と

い

う
『

大
日

経
見
聞
』

で

も
言
及
し

て

い

る

が
、

同
書
に

出
る

「

師
」

も
ま
た

、

円

爾
の

こ

と
か

そ
の

師
の

栄
朝
の

説
か

　
　
（
7）

不
分
明

な

と
こ

ろ

が

あ
る

が
、

そ
の

冒
頭
で

は
、

師
云

、

於
二

此

毘

盧
　

有
レ

ニ
。

所
謂
一

ニ

ハ

一

智
毘

盧
、

此

是
本
地
能

加
持

身
。

ニ
ニ

ハ

五

智
毘
盧

、

此

是

中
台
尊
所
加
持
身
也

。

一

智

身
者
両

界
未
分
之

導
、

通
体
総
相
毘
盧
也

。

全

無
二

境
智
能
所
殊一

非
二

迷

法一

故
、

但
号
日
レ

智
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N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoolatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 　Studles

　
也

。

未
分
一

体
尊
故

、

名
云
レ

一

也
。

…
…

答
、

冥
合
一

智
．

尊
ハ

八

字
成
身

　
五

字
成
器

也
。

此
義
最
深
秘
也

。

五

智
中
台
尊
成
身
者

、

内
証
成
道

ハ

一

字

　
五

点
也
。

…

…

群
機
成
道

ハ

五

智
五

輪
也

。

…
…

師
云、

於
二

此
加
持一

有
二

二

　
義一。

一

者
以
二

一

智一

為
二

能
加
持

ハ

以
二

入

葉
中
台一

為一一
所
加
持
』

又
以
二

内

　
証
所
加
持
身一

為
二

能
加
持ハ

以
二

群

機
伝
説
身一

為
二

所
加
持一。

又

以
二

此

身一

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
き　

　
為
二

能
加
持一

以
二

群
機
具
惑
身一

為
二

所
加
持一

也
。

と
、

一

智
毘

盧
遮

那
を

通
体
総
相
と

し
、

中
台
の

を

五

智
毘

盧
遮

那
と

し

て

本
所
能

加
持
身
と

所
加
持
身
と

し

て

区
別
し
て

い

る
。

た

だ
し
こ

れ

も

厳
密
に
い

え
ば

、

胎
蔵
中
台
大
日

を

五

智
と
い

う
の

は

金
剛

界
五

智
を

当
て

は

め

て

い

る

わ

け
で

、

こ

の

区
分
が

適
正

か

ど
う
か

問
題
を

含
む

点
も
あ
ろ

う
。

し

か

し

円
爾
は

両

部
の

冥
合
を

主
張
す
る

の

で

あ

る

か

ら
、

も
は

や

区

別
は

な
い

の

か

も
し

れ

な
い

。

　
で

は

行
者
と

仏
の

関
係
は
ど

う
か

と
い

え
ば

、

三

密
行
法
に
つ

い

て
、

自
浄
二

三

業一

即
為＝・
本
尊
三

密
之

所
二

加
持

ハ

本
尊
行
者
三

密
相
応
故

従
二

此

一

門一

得
レ

入
二

法
界
門一

也
。

…
…

而
ル

ニ

此

宗
ノ

尊
ト

者
、

皆
此

内
証
本
地

久

成
仏
陀

也
。

全

非
二

始
覚
修
生
尊一

故
、

内
証
本
地

行
者

ハ

又
更
不
レ

修
二

対
治

行一

也
。

所
以

行
者

ノ

成
道
亦
復
如

煙

と
い

う
か

ら
、

こ

の

考
え

方
自
体
は

密
教
の

瑜
伽
三

密
行
の

趣
旨
に

添

う
も
の

で
、

密
教
行
者
が

対
症
的
な

行
を

行
わ

な
い

と

い

う
の

も
、

こ

こ

で

述
べ

る

法
相

、

華
厳

、

法
華
の

行
者
に

比

較
相
対
で

あ
る

な
ら

密

教
の

優
位

性
を
い

う
言
説
と
し

て

理

解
で

き

よ

う
。

そ

れ

は

続
く

「

然

今
此

密
宗

ノ

ミ

独
於
二

此
本
地
久
成
内
証
之

境
界一

直
開
二

三

密
修
観
方
便】

正

摂
二

行
者
の

行

者
若
能
令
下

二

三

業
一

同
中

於
本

尊
拍

従
二

此
一

門
一

得

円

爾
弁
円
の

仏
身
観
（
水
　
上）

　

　
　
　
（

10
）

レ

入
二

法
界
亡

の

言
い

方
と

も
符

号
す
る

。

し

か

し
そ
の

行
者
が
「

内

証
本
地

の

行
者
」

と
い

う
の

は

ど

う
で

あ
ろ

う
か

。

　

こ

の

こ

と

を
、

行
者
そ
の

も
の

を
一

智
成
身
と

す
る

言
説
や

、

先
の

文
で

＝

智
を

以

て

能
加
持
と

し

中
台
五

仏
を
所
加
持
身
」

と

す
る

説

と

併
せ

て

考
え

る

と
、

や

は

り
こ

れ
ら
は

凡
夫
成
仏
と
ま

で

は
い

わ

な

い

ま
で

も
、

そ
の

よ

う
な

凡
位
成
仏
の

傾
向
が

看
取
で

き
る

と

は

い

え

ま
い

か
。

　

次
に

五

大
の

五

字
を

解
釈
す
る

な
か
で

、

私
に

云

わ

く
と

し

て
、

ア

は

不、

ラ

カ

は

生

で

仏
心

種
子
と

述
べ

て

「

両
部
大
日

入
二 ・
誕

兪
三

味

地
一

能
生
二

仏
心
種

子
一

也
。

蔀
是

也
。

於
二

此
一

字
一

有
＝

五

位
4

初

名

為
二

普
賢

大
菩
提
心
一

也
。

事

相
大

事
也
」

と
、

両

部
の

大
日

が
阿

闕

と

阿

弥
陀
の

三

昧
に

入
っ

て

タ

ラ

を

種
字
と

す
る

仏
心
種
子
を

生

ず
る

と
い

い
、

ま
た

＝

切
智
性
は

如
来
の

種
子
」

と
い

う
文
に
つ

い

て
「

此

是
識

大
也

。

以
二

上

五

大一

為
二

別
体
ハ

以
二

此

識
大
一

為
二

総

体
謁

在
二

如

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

（

11）

来
一

名
二

五

智
ハ

在
二

衆
生
一

名
二

五

蔵
神一

也
。

所
謂
魂

魄
意
志
神
是
也
」

と
、

如
来
種
子
は

識
大
で

五

大
の

総

体
と
い

い
、

さ

ら

に

五

大
は

如
来

に

お
い

て

は

五

智、

衆
生

で

は

五

蔵
に

当
た

る

と

す
る

。

こ

の

場
合

五

大
が
五

智
と
い

う
の

は

普
通
だ

が
、

衆
生

の

五

蔵
に

配

当
す
る

の

に

普

通
い

わ

れ
る

肝
肺
心

腎
脾
な
ど

の

臓
器
で

は

な

く
、

魂

魄
意
志

神
と

い

う
心
の

あ
り
方
や

心
作
用

の

よ

う
な

、

人

の

意
識

的
な
も
の

に

配
当
す

る

例
は

ま

れ

で

は

な

か

ろ

う
か

。

こ

れ

は

成
身
や

成

仏
と

い

う
行
為

を
、

す
べ

て

人
の

心
を

視

点
と
し

て

考
え
た

か

ら

で

あ
ろ

う
。

八

三
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円
爾
弁
円
の

仏
身
観
（

水
　
上）

　

さ

ら
に

巻
三

（
具
縁
品
二

上
）

で

は

『

金
剛
頂

経
」

の

バ

ン

・

ウ

ン

・

タ

ラ
・

キ

リ
・

ア

ク
、

『

大
日

経
』

の

ア
・

サ
・

バ
、

『

相

応
経
』

の

ア
・

バ

・

ウ
ン

の

種
字
に
つ

い

て

秘

秘
中
深
秘
の

釈
が
あ

る

と

し

て

図

が

載
る

が
、

そ

れ

で

は

『

相
応
心

経
』

（

『

瑜
祗
経
』

を

指
す
と

さ

れ
る
）

　
　
　
　

　
　
　
　

　
マ

マ

で

は

向
か
っ

て

右
に

台
大

日
1ー

ア
ー−

理

と
、

左

に

金

大

日
1ー

バ

ン

ーー

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

マ

マ

智
、

中
央
が

不
二

大
日
1ー

ウ

ン

ー−

事
と

あ

り
、

『

大
日

経
』

は

右
に

台

大

日
1ー

ア
ー−

観
音、

左
に

金

大
日
1ー

バ

ー−

薩
垣

、

中
央
に

不
二

大
日
1ー

ア

と

あ

り
、

『

金
剛

頂
経
』

で

は

右
に

金

大
日

不
変

位
1ー
バ

ン

ー−

中
1ー

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

マ

マ

果
と

金

随

縁
薩
垣

位
1ー

ア

ク

（

ウ

ン

の

誤

記
？
）

11

東
11

因、

左
に

台

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
マ

マ

大
日

不

変

位
1ー

ア

ク

ー−

北
11

果
と

台
随
縁
観
音

位
1ー

キ

リ

ー−

南
（

西
の

誤
記
？

）

11

因、

中
央
に

帰
寂
不
二

大
日

仏
身

位
1ー

タ

ラ
ロ

南
ー−

因
果

　
　
　
　
（
12
）

不
二

と

あ
る

。

こ

れ

は

先
述
の

ウ

ン

キ

リ
三

昧
か

ら
タ

ラ
の

仏
心
種
子

が

生

ず
る

の

と

同
じ

論
法
で

あ
ろ

う
。

四

　

ま
と

め

　

こ

の

よ

う
に

見
て

く
る

と
、

円
爾
の

密
教
に

お

け
る

仏

身
観
は

、

両

部
の

大
日
如
来

を

超
越
す
る
一

智
法
身
を
主
張
す

る

が
、

そ

れ

は

単
に

五

仏
を

統
合
包

摂
す
る

超
越
的
な
一

仏
で

あ
る

だ

け
で

な

く
、

本
来
的

に

本

有
の

も

の

と

し

て

行

者
ま

た

は

衆
生
と

も

対
応

す
る

こ

と
に

な

る
。

そ

れ

は
、

一

智
身
を

能
加
持

、

中

台
五

仏
を

所
加

持
、

そ
の

内
証

眷
属
を

能
加
持
、

伝
法
さ

れ

た

衆
生

を

所
加
持
に

、

そ
れ

が

さ

ら

に

具

惑
の

衆
生
に

敷

衍
す
る

構
造
を

持
つ

か

ら
で

あ
る

。

円

爾
に

お
い

て

密

八

四

教
修
行
は

、

人

に

本
来
内
在
す
る

真
俗
不
二

の

本
地
の
一

智
身
を

得
る

わ

け
で

、

こ

の

修
行
と

は

始
覚
発
心
の

修
行
で

は

な

く
、

仏
と

行
者
に

お
い

て

本
覚
本
有
の

立

場
を

視
点
と

す
る

構
造
を

有
し
て

い

る

と
い

え

よ
・

つ
。

1
　
拙
稿
「

円
爾
弁
円
の

瑜
祗
経
解
釈
　
　一

智
法
身
を

中
心
に

　
　
」

（

多

　

田
孝
正
博
士

占
稀
記
念

論
集
『
仏
教
と

文
化
』

山

喜
房
仏
書
林

、

二

〇
〇

　
八

年
）

。

2
　
『

胎
密
契
愚
鈔
』

付
属
（

拙
著
『

台
密

思

想
形
成
の

研

究
』

春
秋
社

、

　
二

〇

〇
八

年
、

六

五
六
）

。

3
　

台
密
の

こ

の

よ

う
な

両

部
融

合
の

概
念
を

三

崎
良
周
は
「

胎
金

合
糅
」

　
と

表
記
し

た
。

し

か

し

実

際
の

文

献
上

な

ど

で

も
、

両

部
の

合
行
と

合

　

糅

（

冥

合）

の

区
別
は

難

し
い

も
の

が

あ
る

。

4
　
『

続
天

台
宗
全
書
』

密
教
2
　
二

〇
五

上
。

5
　
『

続
天

台
宗
全
書
』

密
教
2
ー

二

〇
七
上

。

6
　
『

続
天

台
宗
全
書
』

密
教
21

二

〇
九
上

。

7
　
鈴
木
学
術
財
団

版
『
日

本
大
蔵

経
』

の

解
題
で

、

高
木
諦
元
は

本
書
の

　
「

師
云
」

は

栄
朝
の

言
か

円

爾
の

か
、

「

私

云
」

も

円

爾
の

か

大

慧
の

か

決

　

定
で

き

な
い

と

す
る

。

8
　
鈴
木
学
術
財
団

版
『

日

本
大
蔵
経
』

（

以

下

『

日

蔵
』

）

二

六

ー
三

二

六

　

上
。

9
　
『

日

蔵
』

二

六

−
三

二

七

下
。

10
　
『

日

蔵
』

二

六

−
三

二

八

上
。

11
　
『

日

蔵
』

二

六
　
三

三
二

下
。

12
　
『

日

蔵
』

二

七

−
一
】

下
〜
一

二

上
。

こ

の

三

経
に
つ

い

て

は

『

大
日

　

経
見
聞
』

に

は
、

そ
の

構

造
を

図
示

し
て

い

る
が
、

誌
上
で

図
版
に

し
に
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く
か
っ

た

の

で

文
で

示
し

た
。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
円
爾
弁
円

、

禅
密
僧

、

日

本
密
教

、

鎌
倉
仏
教

、

本
覚
思

　
　
　
　

　
　

想

（
公

益

財
団
法
人
中
村
元

東
方
研
究
所
専
任
研

究
員
・

博
士
（
仏
教

学
）

）

円
爾
弁
円
の

仏
身
観
（

水
　
上
）

相
馬

新
刊
紹
介

一

意

　
著

曇
鸞
『

往
生

論
註
』

の

講
究

A
五

判
・

五

二

〇

頁
・

本
体
価
格
一

二
、

○
○

○

円

　

　
　
　
　

　

永
田

文
昌
堂
・

二

〇
一

三

年
七

月

八
五
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